
は じ め に

本書は、快（安心や満足）を求める人の性質（恒常性維持）が法や経済にど
のように作用するかを分析している。日常生活で、人は満足を求めたり、不安
を避けたりするために自己中心的に振る舞うことがある。このため、法は守る
べきルールを定め、守らない者に対して制裁を加えるが、必ずしも十分ではな
い。生産や消費といった経済は、人の積極的な活動で活発になる一方、身勝手
な行動で混乱する。こうした問題を排除して適切な法制度や安定した経済社会
を築くためには、快を求める人の行動を分析することが有効である。
第１章では恒常性維持のルーツを人類の歴史に探り、日常の行動にもそれが
現れていることを指摘する。第２章では、法や道徳などの規範を守らせて社会
秩序を維持する方策を考える。第３章では人の心理と経済活動がどのように影
響し合うかを分析する。第４章では心理テクニックを悪用する商売と法の対策
について考察する。第５章では紛争解決における心の葛藤を検討する。
前著からの変更点は、①新しい法理論・経済理論・心理学理論を加えて分析
し直した、②法律の制改定を更新して解説した、③事件・事例を更新した、の
３点である。ただし、本書から除外した部分もある。前著の「伝統経済学の限
界」（第３章１節）、「地球温暖化」（第３章２節）、「知的財産権」（同）、「国際
交渉と人の心理」（第５章）である。これらの分野については、引き続き前著
を参照していただければ幸いである。
最後に、本書を出版するに当たっては、今回も大学教育出版の佐藤守社長に
特別のご配慮をいただいた。心より感謝申し上げたい。

2014年３月
立石 孝夫
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